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使用がなぜネガティブな自己イメージを引き起こすのかについて印象管理との関わりから
説明する。それらを踏まえ第 4 節では本研究の目的を確認し，第 5 節において具体的な仮












































































































































































































































































　仮説 1 の検証には紙クーポン水準と同伴他者 3 水準を組み合わせた①，②，③のシナリ
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を除外し，パソコンからの回答に限定した。調査実施時期は 2019 年 3 月 15 日から 18 日
である。








があるため，データを収集する際，20 代，30 代，40 代を均等に割り付けた。
　シナリオごとに性別 2 水準（男性・女性）×年代 3 水準（20 代・30 代・40 代）＝ 6 セル
























を比較した。クーポン使用態度のうち，ケチについては，表 2 で示した 3 項目の平均値を

















（8） 被験者の性別，年代，居住地，職業の分布は付録 2，3，4 を参照。
―80―
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男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 合計
20 代 21 21 21 21 21 21 21 21 168
30 代 21 21 21 21 21 21 21 21 168
40 代 21 21 21 21 21 21 21 21 168










度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
北 海 道 6 4.8 2 1.6 6 4.8 9 7.1
青 森 県 1 0.8 3 2.4 2 1.6 1 0.8
岩 手 県 0 0.0 1 0.8 0 0.0 1 0.8
宮 城 県 5 4.0 4 3.2 2 1.6 1 0.8
秋 田 県 0 0.0 1 0.8 0 0.0 0 0.0
山 形 県 2 1.6 3 2.4 0 0.0 1 0.8
福 島 県 1 0.8 0 0.0 2 1.6 1 0.8
茨 城 県 1 0.8 2 1.6 5 4.0 1 0.8
栃 木 県 0 0.0 0 0.0 1 0.8 2 1.6
群 馬 県 1 0.8 0 0.0 1 0.8 2 1.6
埼 玉 県 10 7.9 5 4.0 3 2.4 7 5.6
千 葉 県 5 4.0 9 7.1 5 4.0 11 8.7
東 京 都 23 18.3 21 16.7 27 21.4 16 12.7
神奈川県 15 11.9 9 7.1 11 8.7 7 5.6
新 潟 県 2 1.6 1 0.8 1 0.8 0 0.0
富 山 県 1 0.8 0 0.0 0 0.0 1 0.8
石 川 県 0 0.0 0 0.0 3 2.4 2 1.6
福 井 県 1 0.8 0 0.0 2 1.6 1 0.8
山 梨 県 1 0.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0
長 野 県 2 1.6 1 0.8 1 0.8 1 0.8
岐 阜 県 1 0.8 2 1.6 1 0.8 2 1.6
静 岡 県 1 0.8 6 4.8 1 0.8 5 4.0
愛 知 県 8 6.3 8 6.3 11 8.7 10 7.9
三 重 県 1 0.8 4 3.2 2 1.6 0 0.0
滋 賀 県 1 0.8 0 0.0 2 1.6 0 0.0
京 都 府 1 0.8 3 2.4 6 4.8 3 2.4
大 阪 府 11 8.7 8 6.3 9 7.1 15 11.9
兵 庫 県 8 6.3 5 4.0 5 4.0 5 4.0
奈 良 県 1 0.8 2 1.6 1 0.8 3 2.4
和歌山県 0 0.0 0 0.0 1 0.8 0 0.0
鳥 取 県 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 1.6
島 根 県 2 1.6 0 0.0 0 0.0 1 0.8
岡 山 県 1 0.8 4 3.2 1 0.8 0 0.0
広 島 県 1 0.8 1 0.8 4 3.2 6 4.8
山 口 県 1 0.8 1 0.8 1 0.8 1 0.8
徳 島 県 1 0.8 2 1.6 0 0.0 0 0.0
香 川 県 1 0.8 2 1.6 0 0.0 0 0.0
愛 媛 県 4 3.2 4 3.2 1 0.8 1 0.8
高 知 県 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
福 岡 県 0 0.0 5 4.0 5 4.0 4 3.2
佐 賀 県 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
長 崎 県 1 0.8 1 0.8 1 0.8 1 0.8
熊 本 県 0 0.0 4 3.2 0 0.0 0 0.0
大 分 県 3 2.4 1 0.8 2 1.6 2 1.6
宮 崎 県 0 0.0 1 0.8 0 0.0 0 0.0
鹿児島県 1 0.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0
沖 縄 県 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
合 計 126 100.0 126 100.0 126 100.0 126 100.0
―88―










度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
会社員 98 77.8 87 69.0 95 75.4 99 78.6
会社経営／役員 0 0.0 2 1.6 1 0.8 1 0.8
公務員／団体職員 6 4.8 9 7.1 10 7.9 6 4.8
パート・アルバイト 22 17.5 28 22.2 20 15.9 20 15.9
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